
広報こもの
№ 719

９

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

お
そ
れ
が
あ
る
中
、
こ
れ
か
ら

の
季
節
、
豪
雨
や
台
風
な
ど
か
ら
風
水

害
が
起
こ
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
き
ま

す
。
特
に
危
惧
さ
れ
て
い
る
の
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
と
も
に

豪
雨
や
台
風
の
被
害
が
発
生
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
双
方
の
対
策
を
同
時
に
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
複
合
災
害
と
な
る

こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
避
難
所
で
は
人

が
密
集
し
て
生
活
を
行
う
こ
と
か
ら
、

感
染
拡
大
の
可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
感
染
症
対
策
に
備
え
て
、

改
め
て
自
ら
の
災
害
時
に
お
け
る
避
難

行
動
な
ど
を
見
直
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。「
近
頃
、災
害
は
起
き
な
い
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
も
町
内

に
は
い
な
い
か
ら
大
丈
夫
」
と
安
心
す

る
の
で
は
な
く
、
最
悪
の
事
態
を
想
定

す
る
こ
と
が
自
分
の
命
を
守
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
発
生
す
る
か
も
し
れ
な

い
複
合
災
害
へ
の
対
策
を

町
全
体
で
備
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

新 感
染
症
と
風
水
害
に
よ
る
複
合
災
害

「難」を「避」ける

生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
感
染
症
拡

大
の
第
二
波
で
す
が
、
い
つ
発
生

す
る
か
は
誰
に
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
湿
度

や
紫
外
線
の
影
響
で
夏
に
か
け
て
ウ
イ
ル

ス
が
弱
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ウ

イ
ル
ス
は
現
在
も
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
現
時
点
で
感
染
が
抑
え

ら
れ
て
い
る
こ
の
期
間
を
準
備
期
間
と
す

発 感
染
症
第
二
波
と
災
害
へ
の
備
え

×
大雨

010203

災害危険度を確認

水害時に自宅から離れて「水
平避難」すべきか、自宅の安
全な場所に留まり「垂直避難」
すべきかは住んでいる場所に
よって異なります。住んでい
る場所の災害危険度を確認し
ておきましょう。

避難というと、公会所や学校
などへ避難することを思い浮
かべるかもしれませんが、他
にもさまざまな方法がありま
す。最適な方法を事前に検討
し、人と人との密を避ける分
散避難を行うことが感染予防
に有効です。

避難時の持出品に、感染症対
策としてマスクなどを備えて
おく必要があります。

避難場所と方法を選択避難時の持出品の確認

屋内に留まると危
険な区域から安全
な場所へ移動する

無理に屋外へ避難
せず、屋内の安全
な場所に留まる

垂直避難
屋内安全確保

水平避難
立ち退き避難

▶浸水などの危険性のない親戚、
友人、知人宅へ泊めてもらう
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料

貴
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そ
の
他

□飲料水

□非常食

□現金　□車や家の鍵　□印鑑

□銀行の通帳やカード

□健康保険証・免許証など

□携帯電話（スマートフォン）

□ラジオ（充電器・電池含む）

□筆記用具

□笛やブザー　□ビニール袋

□常備薬・持病薬　□懐中電灯

□雨具　□タオル・着替え

※状況に応じて必要な物を追加してく
ださい。

感
染
症
対
策

□マスク　□ティッシュ

□ウエットティッシュ

□消毒用品 □体温計 □紙コップ

□ハンドソープ　□ゴミ袋

+

災害時持出品リスト

避難所以外に避難する場合

▶安全が確保でき
れば、車中
泊での避難
は３密を避け
る有効な手段の
一つです。

体育館などの避難所で大人数が生活を送る日々が続
けば、集団感染が発生する可能性は高くなります。

▼災害危険度は、町防災マップなどで
確認することが
できます。

広報こもの
№ 719

８

最適な方法コロナ

複合災害で避難が必要になったら
避難所での注意点

感染症対策が求められる中で、
風水害等により避難所へ避難
する場合、以下の点に留意し
てください。

Column 04

避難する時はマスクを着用
するようにし、事前に体温
を測っておく。

発熱、咳などの症状がある
場合は避難所受付時に申し
出る。

定期的に体温を測り、体調
の変化を感じた場合はすぐ
に申し出る。

他の避難者との距離をとり
会話を控え、手を洗うなど
の感染症対策を心がける。

る
こ
と
が
有
効
に
な
っ
て
き
ま
す
。
感
染

が
拡
大
し
て
い
る
時
に
、
災
害
が
起
き
た

と
し
て
も
な
る
べ
く
人
と
の
接
触
を
避
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
改
め
て
自
分
た
ち
の
身

は
自
分
た
ち
で
守
る
「
自
助
」
の
大
切
さ

を
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
生
活
を
徐
々
に
取
り
戻
し
つ
つ
、
闇
雲

に
で
は
な
く
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
策
知
識
を

も
っ
て
、
到
来
す
る
で
あ
ろ
う
感
染
症
拡

大
の
第
二
波
と
災
害
へ
の
備
え
を
拡
充
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

▶町内の安全な場所に車を止めて
車中泊を行う

▶浸水のおそれがない２階で家族
全員で過ごし、車などは浸水し
ない場所に移動させておく
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Recovery from
COVID-19

特 集

乗り越えよう
新型コロナウイルス感染症の影響を
受け、町では補正予算（第２号）を
６月議会定例会に提案しました。こ
れまでの政府や三重県の支援ととも
にご紹介します。詳しくは町ホーム
ページ等でご確認ください。

CORONA
SUPPORT
コロナ支援

▶感染症対策リーフレットの各戸配付
▶子ども用マスク、消毒用アルコール等の

保健衛生用品を各幼保園へ配付
などに関しても補正予算を提案しました。
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住民基本台帳記録の全ての方に
特別定額給付金

一人当たり 10 万円を世帯主に給付
※世帯主に申請書を送付しています。

菰野町「特別給付金」窓口　☎ 325-6301　FAX325-6316
子育て世帯に対して
子育て世帯臨時特別給付金

児童手当受給者に
子ども１人当たり１万円

就学前の乳幼児を養育する
経済的に厳しい保護者に
乳幼児家庭生活支援給付金

子ども１人当たり５万円

子ども家庭課　☎ 391-1124　FAX394-3423
休業や失業等で生活福祉資金の
貸し付けを受けた方に
生活福祉資金応援給付金

借入額に応じて
１人当たり上限６万円

健康福祉課　☎ 391-1123　FAX394-3423
町の奨学金を利用している方などに
奨学生等支援給付金 １人当たり３万円

就学援助費を受給している
児童生徒の保護者に
就学援助児童・生徒支援給付金

児童生徒１人当たり５万円

学校教育課　☎ 391-1155　FAX391-1195

売上が 50％以上減少した事業者に
持続化給付金

上限：中小企業 200 万円
　　　個人事業者 100 万円

持続化給付金の申請が
困難な個人事業者に
持続化給付金支援

個人事業者１人当たり１万円

宿泊施設を有する事業者に
湯の山温泉旅館等
宿泊事業者支援

旅館・ホテル１件当たり 100 万円
キャンプ場１件当たり 50 万円
※上記に加え宿泊者から徴収した宿泊者数割
額を加算（入湯税額を基本として算定）

個人・中小規模事業者に
セーフティネット保証

（４号・５号）危機関連保証
【菰野町新型コロナウイルス
関連保証料補給】

返済困難な場合、県信用保証協会が
債務を支援（実質無利子、保証料補
給あり）
売上前年比 20％以上減：100％保証
　　　　　　5％以上減：80％保証

観光産業課　観光商工推進室　☎ 391-1129　FAX391-1193

納税・納付が困難な方に
町税・保険料等の徴収猶予 申請によって納税・納付を猶予

【町税】　税務課　☎ 391-1115　FAX391-1191
【介護・後期高齢者医療保険料】　住民課　☎ 391-1121　FAX394-3423
【水道料金・下水道使用料】　水道課　☎ 391-1132　FAX391-1198

町水道を利用されている全ての方に
水道料金の減免

令和２年６月請求分から令和２年 11
月請求分までの水道基本料金を減免

水道課　☎ 391-1132　FAX391-1198

  個人・事業者

事業者対 象

個 人対 象
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